         第十课　 都会と若者
一、単語
1、通じる
（1）．自动词
①（交通·通信ができる状態になる）有交通、通信的状态
△奥地まで地下鉄が通じる／地铁通到腹地
△電話が通じない／不通电话。
②（気持ちや言葉などが相手に伝わって理解される）心情、话语可以被对方所理解
△英語が通じない国である／英语不通的国家。
△誠意が通じる／诚意被人理解。
③（深く知っている。精通する）精通、通晓
△内部の事情に通じる／通晓内部的事情。
（2）. 他动词
①（一方から他方へ至らせる）使……通
△海岸沿いに道を通じる／使公路通到海岸沿线。
△電流を通じる／通电流。
②（気持ちや考えなどを相手に伝える。知らせる）使对方理解
△来意を通じる／禀明来意。
③（あるものを経由する。また、仲介の手段とする）通过……（方法、手段）
△秘書を通じて面会を乞う／通过秘书预约见面。
④（物事が全体に行きわたる）在整个期间、过程中
△四季を通じて暖かい／一年四季都很温暖。
△生涯を通じて守りぬいた信念／一生信守的信念。

2、 一応 
（ひとまず。ともかく。ひと通り）大致、姑且
　△一応準備はできた／大致准备好了
△一応承諾した／姑且应允。

4、　こなす
①（マスターする、得意だ）运用自如、善于
△英語をこなす／掌握英语。
△まだ十分読みこなせない／还没彻底掌握文章的含义。
②（消化する）消化
△繊維をこなす／消化纤维。
③（かたづける）处理
△仕事を1週間でこなす／用一周时间把工作做完。
④（砕く）弄碎
△土のかたまりをこなす／打碎土块。

3、歪み
①（物がゆがんでいること、曲がっていること）歪
△柱に歪みが生じた／柱子歪了。
△歪みを直す／矫正歪曲。
②（不正）不正、怪癖
△心の歪みを正す／改性格上的怪僻。
4、抱く
①（だく）抱、搂
△山々に抱かれた村／被群山环抱的村庄。
△自然のふところに抱かれる／置身于自然怀抱中
②（心にもつ）怀有、怀抱
△大志を抱く／心怀大志。
△不安の念を抱く／心怀不安。
△あこがれを胸に抱く／一心向往。

5、住み着く
（おちつく、なれる）住惯、定居、落户
△農村に住み着く／在农村安居。
△ここに住みついて5年になる／在这定居已经5年。

6、 息苦しい
①（呼吸が十分にできず、苦しい）呼吸困难。
△息苦しい暑さ／闷热
△へやが狭いうえ暑いので息苦しい／房间又小天又热，感觉喘不过气来。
②（胸を圧迫されるような、重苦しい感じである）苦闷、郁闷、令人窒息
△彼といっしょにいると息苦しく感じる／和他在一起就感到沉闷。
△会議のなりゆきが険悪で息苦しい／会议空气紧张令人感到窒息。

详解42 吐き出す
①（口や胃に入れたものを、吐いて口から外に出す）吐出
△食物を吐き出す／把吃的东西吐出来。
△あまりの苦しさに思わず吐き出した／因为太难受，不禁吐出来了。
(2)（<狭い所を通して>中から外へ出す）冒出、喷出、涌出
△煙突がもうもうと煙を吐き出している／从烟囱里腾腾冒出黑烟。
△火山が火と煙を吐き出す／火山喷出火和烟。
△毎日何万という乗客がこの駅から吐き出される／每天从这个车站涌出好几万乘客。
(3)（心の中にあることを話してしまう）倾吐出来
△不満を吐き出す／倾诉不满。
(4)（蓄えてあった金品を提供する）拿出、退出
△贓物（ぞうぶつ）を吐き出す／退出赃物。

7、 ほんの
（小さい、少ない、つまらないなど、謙遜の気持ちを表すための語。形だけの）些许、一点点、仅仅
△ほんの少し／一点点。
△これはほんのおしるしです／只是聊表寸心。
△ほんのでき心です／只是由于一时的冲动。
△まだほんの子供だ／还不过是个孩子。
8、 心強い
（頼りになるものがあって安心していられる。心丈夫だ）放心、有把握、壮胆、受鼓舞
△心強く思う／觉得心里有倚仗。
△君がいてくれるから心強い／有你在我就感到很放心。

9、雇う
①（賃金を払って人や車馬を使う）雇用
△ガイドを雇う／雇向导。
△彼を当校の教師に雇おう／聘他当本校教师。
②（借りて使う）租借
△船を雇う／租船。

10、 流れ込む
（流れて中にはいりこむ）流入、注入
△窓から流れ込む月光／从窗口照进的月光。
△失業者が都会に流れ込む／失业者流入城市。

二、文法
（以下字体为小四）
1 ～なり～なり
①なり接在名词、动词终止形后面，表示列举（被列举的事物中任何均可）。相当于汉语的“或是……或是……”“……也好……也好”等。
△困ったときには、親なり友達なりに相談することだ／为难的时候，应该或者和父母或者和朋友商量。
△立つなり座るなりはっきりしなさい／站也好坐也好快点决定。
△あなたが来るなり、私が行くなりどちらかになるだろう／或是你来或是我去
△ 大(だい)なり小(しょう)なり／或多或少、或大或小
②助词“なり”的其他一些用法
A.なり接在体言、“体言＋格助词”后，表示仅举一例，另外或许还有之意。类似“でも”
△親になり相談しなさい／跟父母商量。
B.接在动词、助动词的终止形下，表示紧接着发生的两个事项，与“…と、すぐに…した”相同，相当于汉语的“一……马上就……”“一……立刻就……”。
△立ち上がるなり目まいがして倒れそうになった／一站起来，就头晕要摔倒。
△会うなり金を貸してくれなどというので驚いた／一见面就立刻说要借钱，很令人惊讶。
C.接在过去助动词た的下面，与“ままで”相同，相当于汉语的“就那样…一直”的意思。
△座ったなり動こうともしない／就那样一直坐着不愿动。
△うつむいたなり黙り込んでいる／一直低着头沉默着。 

2 ものを言う
①说话
△目は口ほどにものを言う／眼比嘴更能说话。
△疲れてものを言うのも億劫(おっくう)だ／累了，懒得说话。
②其作用
△長年の経験がものを言う／长年的经验很起作用。
△若さにものを言わせて攻め立てる／发挥年轻的作用进行攻击。
△金にものを言わせる／让钱说话。

3 “こういう”“そういう”“ああいう”
“こういう/そういう/ああいう”是一组连体词，所表达的意思和“こんな/そんな/あんな”相近，表示和用“こ/そ/あ”指示的事物具有同样的性质和特征。当被指示的对象是复数时，可以用“こういった/そういった/ああいった”。一般来说，“そういう”表示上文所讲的或对方所提的事。“こういう”是眼前的，或讲话者想引起对方特别注意的事，“ああいう”则是说话者和听话者在过去共同经历中了解的事。这组连体词还常和“ふうに”一起使用，构成“こういうふうに/そういうふうに/ああいうふうに”，用来指示动作、作用的性质、特征，或结果状态等
△そういうことをしてはいけない／不能干那种事情。
△ああいうことでは信頼は得られない／那样的话，无法得到信任。
△こういうふうにやってごらん／试着这样做。
△そういうふうな言い方は失礼だ／那样的说法是失礼的。 

4 ～のほかは、～ない
这个句型表示“除去……不（没有）……”。
△鈴木さんは一週間前に中国に来ました。ですからあいさつのほかはほとんど話せません／铃木一周前到的中国，所以除了寒暄语之外，什么都不会说。
△私は日曜日のほかは買物しません／我除了周日以外不去买东西。
△私のうちには電気製品はテレビのほかは何もない／我家的电器除了电视之外什么也
　　没有。
　△私のほかは一人も知らない／除了我一个人都不认识。

5 分
“分”表示事物的数量、程度、状态，“この(その)分”表示前面提及的程度、状态或情况。
△この分なら大丈夫だ／这种情况的话，没问题。
△この分では、徹夜になりそう／照这样的话，看来要熬夜了。
△二年かかって、まだ半分も終わっていない。この分で行くと完成するには四年ぐらいはかかりそうだ／花了两年时间连一半都没有完成。这样下去，完成恐怕要花四年左右的时间。
※“分”的其他几种用法
A.（分的）份儿

△人の分まで食べた／连别人的份儿也吃了。
B. 本分
△学生の分を尽くす／尽学生的本分。
C. 身份
　△分相応に／适合身份 
D. 与之相当的
　△五人分の料理／（相当于）5个人（的量）的饭菜。

6 ～にしても
“～にしても”接在用言连体形（形容动词接在词干）等后面，表示退一步地承认、肯定前项条件，并在后项表示与前项矛盾的内容。表示“即使  也”、“无论  都”

△自分でやるにしても、人に頼むにしてもこれが時間がかかる。无论是自己做还是拜托他人，这都需要时间。
△私を嫌っているにしても、こんな仕打ちはあんまりだ／尽管很恨我，但是这样的做法也未免太过分了。
△忙しいにしても連絡ぐらいは入れられただろうに／就算再忙，也该能（和我们）联系吧。
△子供のいたずらにしても笑って済ませられる問題ではない／就算是孩子的恶作剧，但这决不是可以一笑了之的问题。

7 背を向ける
①背朝，可引申为离开。
△生まれ育った故郷に背を向けて大都会に出てきたが、生活は思ったほど楽ではありせんでした／离开自己成长的故乡来到大城市，但是生活并不像想象的容易。
②冷淡、不加理睬、不感兴趣。
△政治に背を向ける／对政治不感兴趣。
③背叛。
△友達に背を向けるようなことは絶対しない／绝对不干背叛好友的事情。
8手を焼く
很棘手，不知该如何应对。
△あの子供の教育にはすっかり手を焼いた／那个孩子的教育真令人不知所措。
△試験問題は難しくてすっかり手を焼いた／考试很难让人没办法。
△あの子にはさんざん手を焼いた／那个孩子真是让人难对付。
△インフルエンザ対策に手を焼く／防治流感很棘手。
9～をあわせる 
“～をあわせる”表示“合在一起” 
△顔を合わせる／见面
△口裏(くちうら)を合わせる／统一口径
△心を合わせる／齐心
△力を合わせる／合力
△調子を合わせる／统一调子
△手を合わせる／合手
三、前文
　
	　日本の大都市、東京なり大阪なり横浜なりを歩いてみると、若者が多いのに気付く。電車に乗っても、食堂や映画館に入っても、若い人が多い。
もちろん、世界中どこの国でも農村から都市への人口流入はある。アメリカでは、南部から北部への人口流入のほか、プエルトリコやメキシコなどから多数の人が北部や西部の大都市へ入って行く。イタリアなどでも、南部の農村から北部の都会へ大量の人口流入が見られる。ただ日本と違うのは、欧米の場合、機械化が進んだため失業した人などが一家を挙げる移住することが多いということである。日本では、農村にちゃんと一家が残り、その家から若者だけが離れて単身都会へ出て来るという形が多い。この場合、日本の教育水準の驚くべき均一化と標準語の普及が大いにものを言う。農村から出てきた若者が大都市の工場へ入ると、互いにすぐ話も自由に通じるし、上役から言われた仕事も理解でき、一応こなせる。こういう若者が農村の自然の中で元気に育ち、大都会へ出て来て、安い賃金で勤勉に働き、貯蓄にも励んで、日本経済の推進力となってきたのである。

今まではそれでよかったかも知れない。だが、問題はこれからである。貿易面に現れた食糧自給率の低下に示されているように、日本の農業政策の歪みが大きくクローズアップされてきた。農村では、妻と子供、それに老人が寂しく家を守っている所も多い。若者たちは都会に出て行き、父親もまた、一年の半分近くを都会へ出稼ぎに行っているのである。このように過疎化した農村からは、もう今までのように若い労働力を送り出し続けることはできない。それどころか、農家の後継者不足自体が問題になっているのである。


四、会話

AとBは友人で、異なる大学の教員)

A 　六〇年代になってから、東京の流入人口は増える一方ですね。
B 　ことわっておきますけど、私が東京に来たのはずっとその前ですよ。
A 　学生の時からずっと東京にいるわけですか。もっともそういう人は多いですね。
B 　みんな青雲の志を抱く区東京へ、東京へと出てきたわけですよ。
A 　そうですね。あの傾向は今でも変わらないじゃないですか。私の学校は、学生の大部分が地方出身なんです。
B 　私のところもそうらしいんです。ま、東京には大学が多いから、学生だけでも大変な数になるでしょう。
A 　そして、卒業してもそのまま東京に住みつくんですね。
B 　そりゃ、東京など大都市のほかは就職のチャンスが多くないんですからね、東 京に出れば、何とかなるっていうのは、かなり当たっていますよ、今の日本じゃ。
A 　そうですね。確かに。ああ、そういえば、欧米の大都市に比べて、東京は若者人口の比率がぐんと高いんだそうですね。 

	B 　それは、町を歩いた感じでも分かりますね。新宿とか、六本木とか、私たちみたいな中年は少ないですね。
A 　うん、場所によっては、私たちが入れそうな店がありませんね。みんな若者相手の店で。
B 　まったく、ほんとに東京は若者だらけですね。
A 　これじゃ、田舎には人がいなくなるでしょうね。
B 　じいさんばあさんだけで、村の祭や行事もできなくなったところもあるらしいですよ。
A 　確かに過疎地域が多くなってるそうですね。


B 　その分、東京が過密化するわけです。このごろの東京は、なんか息苦しい感じがしますね。
A 　うん、みんなが吐き出す炭酸ガスだけでも大変なものです。ところで,その息苦しい東京がいやだという若者が出ているそうですね。
B 　ああ、それ、私もなんかで読みました。Uターン現象とか、脱都会現象とかいうんでしょう。
A 　私の教え子にも大学を中退して国へ帰っちゃった学生もいますよ。友達といっしょに、牧場を経営するとか言っていました。
B 　ほう、なるほどね。そういえば、去年も、今年も、地方に就職希望者が殺到したそうですね。
B 　ほんの少しにしても、都会に背を向ける若者が出てきているんですよ。なんとなく、心強い感じがしますね。
A 　同感です。私も定年になったら国へ帰って塾でも開こうかな。
B 　いいですね。故郷があるっていうのは。
（全文使用MS Mincho字体）
